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「
小
川
貫
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料
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調
査
報
告
（
一
）

一
一
九

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
、
五
台
山
の
調
査
を
終
え
た
小
川
貫
弌
は
、
山

西
省
の
省
都
で
あ
る
太
原
に
移
っ
た
。
こ
の
太
原
に
は
、
西
本
願
寺
が
置
か
れ
て
い

て
、
貫
弌
は
こ
こ
を
ベ
ー
ス
に
、
崇
善
寺
や
双
塔
寺
な
ど
、
市
内
の
主
な
寺
院
で
大

蔵
経
を
中
心
に
し
た
調
査
に
と
り
か
か
る
。
特
に
、
崇
善
寺
は
、
貫
弌
の
行
っ
た
中

国
調
査
の
な
か
で
も
、
最
も
成
果
を
あ
げ
た
寺
院
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
明
時
代
の
洪

武
十
四
年
（
一
三
八
一
）、
洪
武
帝
の
三
男
が
母
の
供
養
の
た
め
、
唐
時
代
の
白
馬

寺
跡
に
再
興
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
古
刹
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
貫
弌
は
白
雲
宗
が
開
版

し
た
と
い
う
、
元
時
代
の
南
山
普
寧
寺
版
の
大
蔵
経
を
発
見
し
た
。
貫
弌
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
は
元
時
代
の
江
南
の
仏
教
信
仰
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
早
速
、

太
原
に
置
か
れ
て
い
た
山
西
省
の
軍
特
務
機
関
に
出
向
い
て
、
そ
の
整
理
と
調
査
に

対
す
る
支
援
を
申
し
入
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
調
査
資
金
と
必
要
物
資
、
さ
ら
に

は
、
真
宗
大
谷
派
の
学
僧
で
あ
り
、
特
務
機
関
員
で
も
あ
っ
た
菊
地
宣
正
の
協
力
を

得
て
、
貫
弌
は
約
一
ヶ
月
間
の
調
査
に
臨
む
こ
と
に
な
っ
た
。

本
稿
で
紹
介
す
る
四
種
の
記
録
は
、
こ
の
崇
善
寺
大
蔵
経
の
調
査
に
携
わ
っ
た
と

西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」
よ
り
太
原
崇
善
寺
調
査
関
係
資
料
（
口
絵
一
〜
四
）

　
　
「
崇
善
寺
宋
元
大
蔵
経
存
欠
調
査
と
整
理
の
為
め
特
務
機
関
の
援
助
方
申
請
の
件
」

　
　
「
崇
善
寺
蔵
経
調
査
備
忘
録
」

　
　
「
太
原
崇
善
寺
所
蔵
宋
元
版
大
蔵
経
存
欠
調
査
日
記
抄
」

　
　
「
昭
和
十
六
年
八
月
太
原
崇
善
寺
所
蔵
宋
元
両
大
蔵
経
存
欠
調
査
報
告
書
」

高　

木　

祐　

紀

小　

川　

徳　

水

藤　

井　

由
紀
子

〔
史
料
紹
介
〕
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き
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
の
「
崇
善
寺
宋
元
大
蔵
経
存
欠
調
査
と
整
理

の
為
め
特
務
機
関
の
援
助
ヲ
申
請
の
件
」
は
、
特
務
機
関
に
支
援
を
求
め
た
と
き
の

申
請
書
の
草
稿
で
、
当
該
寺
院
で
調
査
に
着
手
す
る
に
至
っ
た
経
緯
が
判
明
す
る

し
、「
崇
善
寺
蔵
経
調
査
備
忘
録
」
と
「
太
原
崇
善
寺
所
蔵
宋
元
版
大
蔵
経
存
欠
調

査
日
記
抄
」
は
、
調
査
の
際
、
逐
次
記
さ
れ
た
覚
書
と
日
誌
類
で
、
戦
時
下
で
経
典

調
査
に
取
り
組
ん
だ
研
究
者
の〝
生
の
声
〞を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
だ
と
い
っ
て
よ

い
。
さ
ら
に
、「
昭
和
十
六
年
八
月
太
原
崇
善
寺
所
蔵
宋
元
両
大
蔵
経
存
欠
調
査
報

告
書
」
は
、
カ
ー
ボ
ン
紙
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
務
機
関
に
提
出
し
た
、

い
わ
ば
調
査
の
成
果
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
記
録
類
を
通
し
て
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
崇
善
寺
の
経
典
調
査
に

軍
の
特
務
機
関
が
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
日
中
戦
争

時
、
こ
の
特
務
機
関
は
中
国
の
各
地
に
置
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集
す
る
機

関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
古
刹
の
宝
物
に
も
関
心
を
寄

せ
て
、
必
要
経
費
の
ほ
か
、
筆
・
墨
・
紙
な
ど
を
支
給
し
て
い
た
こ
と
や
、
機
関
員

を
調
査
現
場
に
派
遣
し
て
、
こ
ま
め
に
調
査
の
様
子
を
報
告
さ
せ
て
い
た
こ
と
な

ど
、
戦
時
下
に
お
け
る
文
化
工
作
活
動
の
一
環
と
し
て
、
情
報
収
集
が
実
際
に
は
ど

の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
い
た
か
が
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
、
山
西
省

は
日
本
に
協
力
し
た
中
国
人
の
数
も
多
か
っ
た
地
域
で
あ
る
が
、
こ
の
調
査
も
崇
善

寺
の
中
国
人
僧
侶
と
の
連
携
の
も
と
行
わ
れ
て
お
り
、
仏
教
と
い
う
も
の
を
介
し
た

日
本
人
と
中
国
人
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
教
え
て
く
れ
る
点

で
も
示
唆
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
太
原
西
本
願
寺
の
様
子
や
、
道
端
良
秀
と
い
う

大
谷
派
の
仏
教
学
者
が
見
学
に
訪
れ
た
時
の
様
子
な
ど
、
西
本
願
寺
の
興
亜
留
学
生

と
し
て
中
国
の
地
で
調
査
に
あ
た
っ
た
貫
弌
を
と
り
ま
く
人
間
関
係
や
環
境
が
垣
間

見
え
る
点
も
大
変
に
興
味
深
い
。

現
在
、
崇
善
寺
の
大
悲
殿
の
東
西
両
房
に
は
、
磧
砂
版
大
蔵
経
、
元
版
大
蔵
経
、

明
版
大
蔵
経
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
今
回
紹
介
す
る
記
録
に
は
、
貫
弌

た
ち
が
こ
の
崇
善
寺
の
普
寧
寺
版
を
大
切
に
扱
い
、
調
査
終
了
後
、
特
務
機
関
か
ら

保
存
用
の
白
布
や
新
聞
紙
を
調
達
し
て
、
丁
寧
に
梱
包
し
、
崇
善
寺
に
戻
し
た
様
子

も
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
大
悲
殿
両
房
に
蔵
さ
れ
て
い
る
大
蔵
経
の
な
か
に
、
貫
弌

が
発
見
し
、
整
理
し
た
大
蔵
経
も
含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
中
国
仏
教
史
上
の
貴

重
な
経
典
類
が
、
貫
弌
た
ち
の
調
査
を
経
て
、
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ

り
、
本
記
録
類
は
こ
れ
ら
の
資
料
群
そ
の
過
程
を
示
す
も
の
と
し
て
も
注
目
さ
れ

る
。



【
特
別
調
査
報
告
】
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」　

調
査
報
告
（
一
）

一
二
一

〔
凡
例
〕

一
、  
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
異
体
字
な
ど
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
も
あ
る
。

一
、
本
文
の
改
行
は
「
／
」
で
示
し
た
。

一
、
句
点
は
、
原
史
料
に
し
た
が
っ
て
「
．」
と
「
。」
と
の
双
方
を
用
い
た
。

一
、  

史
料
二
〜
四
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
太
原
の
崇
善
寺
で
約
一
ヶ
月
行
わ
れ
た
調
査
の
記
録
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
日
誌
風
に
日
付
を
追
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
翻
刻
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
対
比
上
の
便
を
考
え
て
、
三
段
の
表
形
式
を
採
用
し
た
。
な
お
、
史
料
四
は
、
冒
頭
の
目
録
に
よ
る
と
、
六
項
よ
り
な
る
報
告
書
で
あ
っ
た
と
想
定
さ

れ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
別
冊
と
な
る
第
四
項
・
第
五
項
は
割
愛
し
、
第
三
項
ま
で
の
翻
刻
に
と
ど
め
た
。
な
お
、
第
六
項
の
「
調
査
会
計
報
告
書
」
は
、
現
在
、
西
厳

寺
に
は
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。

史
料
一
（
口
絵
一
）

「 

崇
善
寺
宋
元
大
蔵
経
存
欠
調
査
と
整
理
の
為
め
特
務
機
関
の
援
助
方
申
請
の
件
」

　
　
　
　

崇
善
寺
宋
元
大
蔵
経
存
欠
調
査
と
整
理
の
為
め
／
特
務
機
関
の
援
助
方
申
請
の
件

今
度
蒙
彊
山
西
各
地
に
現
存
せ
る
漢
文
大
蔵
経
の
学
術
研
究
の
た
め
、
／
今
月
廿
五
日
来
原
、
目
下
崇
善
寺
大
蔵
経
を
見
学
中
の
者
に
て
候
。
今
春
五
台
山
／
特
務
機
関
員
酒

井
、
菊
地
両
氏
に
よ
り
崇
善
寺
に
宋
元
版
磧
砂
延
聖
禅
院
本
／
大
蔵
経
の
存
在
す
る
こ
と
が
内
外
各
新
聞
雑
誌
に
報
道
さ
れ
、
学
界
の
未
聞
と
し
て
／
学
界
は
詳
細
な
る
存
欠
調

査
報
告
を
待
望
す
る
状
態
に
て
候
。
今
般
／
小
生
も
、
支
那
仏
教
史
研
究
の
一
学
生
と
し
て
待
望
の
余
り
来
原
し
た
一
人
に
て
／
一
昨
日
来
見
学
中
、
従
来
の
磧
砂
版
大
蔵
経
に

は
大
・
小
二
部
の
大
蔵
経
が
存
す
る
／
外
に
、
新
し
く
杭
州
南
山
大
善
寧
寺
版
大
蔵
経
一
部
を
発
見
し
、
こ
れ
亦
大
陸
／
に
於
て
は
、
雲
南
省
立
図
書
館
に
其
残
欠
を
み
る
の
み

に
し
て
大
陸
の
学
術
文
化
研
／
究
に
欠
く
可
ら
ざ
る
貴
重
な
る
資
料
に
て
候
。
而
も
こ
の
善
寧
寺
大
蔵
経
は
六
千
数
百
／
巻
一
千
数
百
部
の
、
大
仏
教
叢
書
に
し
て
、
他
蔵
に
見

ざ
る
典
籍
を
収
め
る
／
単
な
る
個
人
的
な
調
査
の
み
で
な
く
、
他
蔵
の
混
／
合
と
分
離
し
て
整
頓
し
、
そ
の
存
欠
を
詳
細
に
し
て
厳
重
な
る
保
管
を
す
る
／
こ
と
が
目
下
の
急
務

と
心
得
候
。
小
生
の
旅
行
目
的
は
大
蔵
経
の
研
究
調
査
／
な
る
も
、
こ
こ
両
三
日
に
て
所
要
の
目
的
は
完
了
致
す
べ
く
候
へ
共
、
若
し
一
貴
機
関
に
於
て
／
そ
の
存
欠
調
査
整
理

に
対﹇

マ
マ
﹈る

御
理
解
と
御
援
助
を
賜
り
他
に
二
、三
の
助
手
の
援
応
に
て
こ
れ
を
為
／
し
社
会
公
共
の
為
め
献
身
努
力
の
熱
意
に
て
候
。
／



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
二
二

史
料
二
〜
四
（
口
絵
二
〜
四
）

「
崇
善
寺
蔵
経
調
査
備
忘
録
」

「
太
原
崇
善
寺
所
蔵
宋
元
版
大
蔵
経
存
欠
調
査
日
記
抄
」

「
昭
和
十
六
年
八
月
太
原
崇
善
寺
所
蔵
宋
・
元
両
大
蔵
経
存
欠
調
査
報
告
書
」

崇
善
寺
蔵
経
調
査
備
忘
録

太
原
崇
善
寺
所
蔵
宋
元
版
大
蔵
経
存
欠
調
査
日
記
抄

昭
和
十
六
年
八
月
太
原
崇
善
寺
所
蔵
宋
・
元
両
大
蔵
経
存
欠

調
査
報
告
書

崇
禅
寺
蔵
経
調
査
備
忘
録

太
原
崇
禅
寺
所
蔵

宋
元
版
大
蔵
経
存
欠
調
査
日
記
抄

　
　
　

昭
和
十
六
年
八
月

　
　
　

山
西
省
太
原
崇
寺
所
蔵
／

　
　
　

宋
・
元
両
大
蔵
経
／
存
欠
調
査
報
告
書

　
　
　

目
録

一
、　

宋
元
版
大
蔵
経
存
欠
調
査
日
記
抄

二
、　

宋
版
磧
砂
延
聖
禅
院
大
蔵
経
概
説

三
、　

元
版
普
寧
寺
版
大
蔵
経
概
説

四
、　

宋
版
磧
砂
延
聖
禅
院
大
蔵
経
存
欠
目
録
（
別
冊
）

五
、　

元
版
普
寧
寺
版
大
蔵
経
存
欠
目
録
（
別
冊
）

六
、　

調
査
会
計
報
告
書

七
月
廿
日　

西
本
願
寺
藤
谷
主
任
の
案
内
で
崇
善
寺
に
詣
し
、

住
持
廣
浄
師
に
面
会
す
。
宋
磧
砂
版
／
大
蔵
経
の
一
帙
を
見

学
し
明
日
よ
り
の
調
査
を
約
し
帰
途
図
書
館
に
深
尾
主
任
を

訪
／
れ
書
庫
漢
籍
を
見
て
帰
る
．
／

七
月
廿
七
日　

早
朝
よ
り
崇
善
寺
に
ゆ
き
宋
版
経
庫
を
開
し

て
そ
の
外
に
元
の
南
山
善
寧
寺
版
大
蔵
経
一
蔵
の
存
在
／
す

る
を
発
見
し
た
り
．
／

七
月
廿
八
日　

崇
善
寺
蔵
経
調
査
．
正
午
菊
地
機
関
員
、
岩

上
画
伯
来
寺
．
東
道
に
て
／
博
物
館
の
見
学
を
な
し
午
後
再

度
崇
善
寺
に
て
蔵
経
の
調
査
を
な
す
．
／



【
特
別
調
査
報
告
】
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」　

調
査
報
告
（
一
）

一
二
三

七
月
廿
九
日
、
菊
地
機
関
員
の
東
道
に
て
特
務
機
関
文
教
班
に

挨
拶
し
、
崇
善
寺
大
蔵
経
整
備
／
の
後
援
を
申
請
す
．
佐
藤

中
尉
の
案
内
で
恩
田
補
佐
官
／
に
面
会
要
談
を
な
す
．
午
後
再

度
予
定
表
を
作
製
し
て
出
頭
佐
藤
中
尉
殿
に
提
出
す
。
／

七
月
二
十
九
日
、
小
川
菊
地
機
員
の
東
道
に
て
山
西
省
特
務

機
関
に
来
原
の
挨
／
拶
を
な
し
、
佐
藤
宗
教
係
、
鈴
木
文
教

班
長
、
恩
田
輔
佐
官
に
面
会
／
し
崇
善
寺
大
蔵
経
ノ
重
要
性

ヲ
説
明
シ
テ
整
備
可
否
ニ
付
懇
談
セ
リ
／

七
月
二
十
九
日　

小
川
菊
地
機
員
ノ
東
道
ニ
テ
山
西
省
陸
軍

特
務
機
関
ニ
来
原
ノ
／
挨
拶
ヲ
ナ
シ
、
佐
藤
宗
教
係
、
鈴
木

文
教
班
長
、
恩
田
輔
佐
官
ニ
面
会
シ
／
崇
善
寺
大
蔵
経
ノ
重

要
貴
重
ノ
ナ
ル
事
ヲ
説
明
シ
テ
整
備
可
／
否
ニ
付
懇
談
セ
リ
／

七
月
丗
日　

午
前
崇
善
寺
に
て
大
蔵
経
調
査
を
な
し
午
後
特

務
機
関
に
出
頭
．
特
務
機
関
よ
り
の
／
崇
善
寺
大
蔵
経
整
備

存
欠
目
録
の
製
作
を
約
束
し
筆
耕
、
其
他
目
録
製
作
費
と
し

て
百
円
の
下
附
を
き
き
、
／
筆
墨
紙
の
支
給
を
受
け
て
帰
る
．

／

七
月
三
十
日
、
午
前
中
崇
善
寺
に
ゆ
き
、
午
後
省
特
務
機
関

に
出
頭
し
機
関
／
よ
り
崇
善
寺
宋
元
版
大
蔵
経
存
欠
目
録
の

作
製
を
委
嘱
さ
る
。
目
録
製
／
作
要
す
る
材
料
支
給
を
受
く
。

／

七
月
丗
日　

午
前
中
崇
善
寺
ニ
行
ク
午
後
省
特
機
ニ
出
頭
シ
、

機
関
ヨ
リ
／
崇
善
寺
宋
元
版
両
大
蔵
経
存
欠
目
録
ノ
作
製
整

理
ヲ
／
委
嘱
サ
ル
、
目
録
製
作
ノ
材
料
若
干
ノ
支
給
ヲ
受
ク
、

／

七
月
三
十
一
日
、
菊
地
機
関
員
と
二
人
で
本
格
的
に
大
蔵
経

の
整
備
に
着
手
。
そ
の
手
法
は
千
字
文
番
号
順
に
カ
ー
／
ド

を
は
さ
み
そ
れ
に
存
欠
を
記
入
し
、
各
経
本
の
配
置
を
経
つ

て
、
こ
れ
を
包
装
し
そ
の
と
き
カ
ー
ド
を
ぬ
き
と
り
て
目
録

製
作
に
着
手
す
る
方
法
を
と
り
正
確
を
主
義
と
な
す
。
一
応

並
べ
始
む
．
第
一
日
は
約
一
千
二
百
巻
／
を
な
す
。
元
管
主

八
施
入
五
台
山
菩
薩
院
本
数
冊
を
発
見
す
．
佐
藤
中
尉
殿
来

寺
視
察
あ
り
。

七
月
三
十
一
日
、
今
日
よ
り
毎
日
午
前
九
時
よ
り
午
後
六
時

に
至
る
ま
で
崇
善
寺
に
／
於
い
て
大
蔵
経
の
調
査
を
始
む
。

整
備
の
方
法
は
千
字
文
と
通
番
号
を
カ
ー
／
ド
に
記
入
し
一

応
順
序
に
配
列
を
な
す
。
昔
経
散
乱
シ
寸
余
ノ
塵
埃
ニ
マ
ミ

レ
テ
整
理
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ズ
午
後
佐
藤
機
員
（
ﾏ 

ﾏ
）
の
来
寺

視
／
察
を
受
く
。
第
一
日
は
約
一
千
二
百
巻
を
並
べ
終
る
。

／

七
月
丗
一
日　

本
日
ヨ
リ
毎
日
九
時
ヨ
リ
十
八
時
ニ
至
ル
迄

デ
崇
善
寺
／
ニ
於
テ
大
蔵
経
ノ
調
査
ヲ
始
ム　

整
備
ノ
方
法

ハ
千
字
文
ト
通
番
／
号
ヲ
カ
ー
ド
ニ
記
入
シ
テ
一
応
順
序
ニ

配
列
ヲ
ナ
ス
蔵
経
散
乱
／
シ
寸
余
ノ
塵
埃
ニ
マ
ミ
レ
テ
整
理

意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ズ
。
午
后
佐
藤
機
／
員
ノ
視
察
ア
リ
、
第
一

日
ハ
約
一
千
二
百
巻
ヲ
並
ベ
終
ル
／

八
月
一
日
、
雨
な
る
も
早
朝
よ
り
配
置
に
従
事
す
．
大
殿
中

は
寒
さ
を
覚
ゆ
．
夕
刻
ま
で
全
力
で
約
一
千
巻
を
並
べ
終
る
。

西
夏
文
蔵
経
の
断
簡
／
を
発
見
す
．
／

八
月
一
日
、
雨
天
な
る
も
早
朝
よ
り
蔵
経
の
配
置
に
従
事
す
。

こ
の
日
元
僧
録
／
管
主
八
の
施
入
せ
る
五
台
山
菩
薩
院
の
秘

密
仏
典
数
冊
を
発
見
す
。
大
／
殿
中
は
寒
さ
を
覚
ゆ
る
も
夕

刻
ま
で
頑
張
り
て
二
千
二
百
巻
ま
で
並
べ
終
る
。
／

八
月
一
日　

雨
天
ナ
ル
モ
早
朝
ヨ
リ
蔵
経
ノ
配
列
ニ
従
事
ス
、

此
ノ
日
元
僧
録
／
管
主
八
ノ
施
入
セ
ル
五
台
山
菩
薩
院
ノ
秘

密
仏
典
数
冊
ヲ
発
見
ス
、
大
殿
中
／
ハ
寒
サ
ヲ
覚
ユ
ル
モ
夕

刻
マ
デ
頑
張
ツ
テ
二
千
二
百
巻
マ
デ
並
ベ
終
ル
／

八
月
二
日　

前
日
通
り
九
時
よ
り
配
置
に
着
手
す
。
天
気
よ

く
案
外
は
か
と
り
て
今
日
は
三
千
二
百
巻
ま
で
整
頓
す
．
北

宋
福
州
東
禅
等
覚
院
／
蔵
経
の
零
本
出
ず
．
期
待
す
る
福
州

の
東
禅
等
覚
院
本
大
蔵
経
の
出
現
な
く
不
思
議
な
り
．
／

八
月
二
日
、
前
日
通
り
九
時
よ
り
配
備
に
か
ゝ
る
。
天
気
よ

く
今
日
は
案
外
量
ど
り
／
て
三
千
四
百
巻
ま
で
進
む
。
該
寺

は
大
正
時
代
常
磐
大
定
博
士
の
来
原
の
と
き
北
／
宋
福
州
版

大
蔵
経
数
冊
を
拝
見
さ
れ
し
こ
と
あ
り
、
今
年
北
京
よ
り
の

調
査
研
究
員
の
話
に
現
存
の
由
を
聞
く
、
こ
れ
を
見
学
す
る

も
今
調
査
の
目
的
な
り
。
福
州
版
／
の
出
現
を
待
望
し
て
や

ま
ず
。
／

八
月
二
日　

前
日
通
リ
ニ
開
始
シ
案
外
進
ム
三
千
四
百
巻
マ

テ
進
ム
、
該
寺
ハ
／
大
正
時
代
常
磐
大
定
博
士
ノ
来
原
ノ
時

北
宋
福
州
版
大
蔵
経
数
冊
ヲ
／
発
見
サ
レ
シ
事
ア
リ
、
今
年

北
京
ヨ
リ
調
査
研
究
員
ノ
話
ニ
現
存
ノ
由
聞
／
ク
モ
出
現
ヲ

待
望
シ
テ
ヤ
マ
ズ
／



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
二
四

八
月
三
日
、
前
日
に
変
ら
ず
同
時
刻
に
着
手
す
る
も
昨
日
の

つ
か
れ
で
、
仕
事
は
か
ど
ら
ず
四
千
巻
許
ま
で
を
整
理
す
．

此
日
は
寺
に
／
念
経
あ
り
て
人
士
の
出
入
多
く
調
査
に
不
便

な
れ
は
午
後
三
時
迄
に
中
止
し
て
帰
途
に
就
く
。
／

八
月
三
日
、
此
日
寺
に
法
会
あ
り
人
士
の
出
入
多
く
調
査
の

事
業
に
不
便
な
り
。
／
整
頓
意
の
如
く
量
ど
ら
ず
。
午
後
三

時
に
中
止
す
。
四
千
余
巻
ま
で
終
る
。
／

八
月
三
日　

該
寺
ニ
テ
法
要
ア
リ　

人
士
ノ
出
入
多
ク
調
査

ノ
事
業
ニ
不
便
ナ
リ
／

八
月
四
日
、
今
日
は
昨
日
休
息
に
元
気
を
得
て
頑
張
つ
て
元

版
を
最
後
ま
で
整
頓
し
、
小
大
蔵
磧
砂
版
の
整
備
に
着
手
す
．

前
日
の
骨
休
め
て
／
う
ん
と
馬
力
を
か
け
て
完
了
し
た
り
。
西

本
願
寺
藤
谷
主
任
の
来
寺
見
学
あ
り
吾
等
を
慰
問
さ
る
。
／

八
月
四
日
、
昨
日
午
後
の
休
息
に
元
気
を
得
て
今
日
は
五
千

巻
ま
で
配
置
す
。
／
西
本
願
寺
藤
谷
主
任
の
来
寺
あ
り
慰
問

を
受
く
。
／

八
月
四
日　

西
本
願
寺
藤
谷
主
任
ノ
慰
問
激
励
ヲ
受
ケ
五
千

巻
迄
行
ク
／

八
月
五
日
、
菊
地
機
関
員
は
午
前
中
特
務
機
関
に
中
間
報

告
の
為
め
出
頭
す
．
午
後
来
寺
宋
磧
砂
小
蔵
／
版
の
整
頓

に
着
手
す
．
高
原
機
関
員
と
整
備
方
法
を
相
談
す
．
元
蔵

五
百
五
十
函
分
／
の
包
布
を
整
備
す
る
話
あ
り
．
菊
地
機
関

員
目
録
製
作
費
百
円
受
領
し
帰
る
。
マ
ン
ト
五
十
￥
／

八
月
五
日　

菊
地
機
員
省
特
機
に
中
間
報
告
に
ゆ
く
。
高
原

氏
帰
原
あ
り
崇
善
／
寺
大
蔵
経
の
調
査
整
理
と
将
来
の
保
管

方
法
を
談
ず
。
元
版
蔵
経
の
整
頓
／
を
終
る
。
菊
地
機
員
目

録
製
作
費
を
受
領
し
帰
る
。
／

八
月
五
日　

菊
地
ハ
中
間
報
告
ニ
機
関
ニ
出
頭
ス
、
高
原
機

員
ノ
帰
／
寺
ニ
テ
蔵
経
保
管
ノ
件
ニ
付
談
ス
、
目
録
製
作
費

受
領
ス
／

八
月
六
日
、
急
用
の
為
め
整
備
事
業
中
止
．
休
憩
と
な
す
．

家
に
て
磧
砂
版
目
／
録
の
カ
ー
ボ
ン
復
写
．
／

八
月
六
日　

磧
砂
版
小
蔵
経
の
整
頓
に
着
手
す
．
大
般
若

六
百
巻
・
大
宝
積
経
／
涅
槃
経
は
宋
磧
砂
版
大
蔵
経
と
同
一

版
木
な
る
も
装
禎
は
全
く
異
る
。
／
調
査
の
結
果
至
正
九
年
版

四
大
部
経
に
し
て
磧
砂
版
に
非
る
こ
と
を
判
明
／
せ
り
。
／

八
月
六
日　

磧
砂
版
小
蔵
経
ノ
整
頓
ニ
着
手
ス　

大
般
若

六
百
巻
大
宝
積
経
涅
槃
経
ハ
／
宋
磧
砂
版
大
蔵
経
ト
同
一
版

木
ナ
ル
モ
装
禎
ハ
全
ク
異
ル
、
調
査
ノ
結
果
／
至
正
九
年
版

四
大
部
経
ニ
シ
テ
磧
砂
版
ニ
非
ル
事
判
明
セ
リ
／

八
月
七
日
、
菊
地
機
関
員
機
関
会
議
に
出
席
す
．
／
元
版
蔵

経
の
刊
記
を
書
写
し
、
午
後
図
書
館
に
て
蔵
経
参
考
文
献
を

見
学
／
の
読
書
を
な
し
、
夜
は
磧
砂
蔵
の
復
写
を
な
す
（
弁

当
マ
ン
ト
三
十
￥
）
／

八
月
七
日　

菊
地
機
員
省
特
機
の
会
議
出
席
の
た
め
午
前
中

休
む
。
元
版
蔵
／
経
の
刊
記
を
終
日
書
写
す
。
／

八
月
七
日　

菊
地
機
員
五
台
山
座
談
会
出
席
ノ
タ
メ
午
前
中

休
ム
、
元
版
蔵
経
／
ノ
刊
記
ヲ
調
査
ス
／

八
月
八
日
、
午
前
双
塔
寺
に
大
蔵
経
有
無
調
査
に
ゆ
き
、
午

後
は
磧
砂
蔵
の
復
写
を
／
な
す
．
弁
当
代
一
元
．
高
原
機
関

員
罰
代
五
帖
を
機
関
よ
り
届
け
う
る
。
／

八
月
八
日　

小
蔵
経
の
整
頓
を
終
る
。
今
日
西
夏
文
字
大
蔵

経
の
断
片
、
扉
画
／
の
説
法
図
三
分
の
一
頁
と
天
牌
の
一

頁
の
僅
か
に
二
頁
大
の
も
の
な
り
。
／
西
夏
文
字
は
二
十
八

字
を
存
す
。
こ
れ
西
夏
王
李
元
昊
と
野
利
仁
榮
の
製
作
／

に
係
る
文
字
に
し
て
西
夏
学
の
貴
重
資
料
な
り
。
こ
の
西

夏
文
大
蔵
／
経
は
元
大
徳
年
間
に
松
江
府
僧
録
管
主
八
が

聖
旨
を
奉
じ
て
杭
州
路
大
／
万
寿
寺
に
於
い
て
彫
印
せ
る

三
千
六
百
二
十
余
巻
本
に
し
て
今
日
崇
善
寺
よ
り
／
発
見
せ

る
も
の
は
正
し
く
そ
の
断
片
な
る
こ
と
を
信
ず
。
／

八
月
八
日　

大
般
若
六
百
巻
・
大
宝
積
経
・
涅
槃
経
・
華
厳
経

ノ
整
理
終
ル
．
／　

学
界
問
題
ノ
「
西
夏
文
字
大
蔵
経
」
ノ
断

片
扉
画
ノ
説
法
図
／
三
分
ノ
一
頁
ト
天
牌
ノ
一
頁
ノ
僅
カ
ヲ
発

見
ス
．
／

「
附
記
」----

西
夏
文
字
ハ
二
十
八
字
ヲ
存
ス　

此
ハ
西
夏
王

李
元
昊
ト
野
利
仁
榮
ノ
製
作
／
ニ
係
ル
文
字
ニ
シ
テ
西
夏
学

ノ
貴
重
資
料
ナ
リ　

此
ノ
西
夏
文
大
蔵
経
ハ
／
元
大
徳
年
間

ニ
松
江
府
僧
録
「
管
主
八
」
ガ
聖
旨
ヲ
奉
ジ
テ
杭
州
路
大
万

寿
寺
ニ
於
テ
彫
印
セ
ル
三
千
六
百
二
十
余
巻
本
ニ
シ
テ
今
日

崇
／
善
寺
ヨ
リ
発
見
セ
ル
モ
ノ
ハ
正
シ
ク
其
ノ
断
片
ナ
ル
モ

ノ
ト
信
ス
／



【
特
別
調
査
報
告
】
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」　

調
査
報
告
（
一
）

一
二
五

八
月
九
日　

宋
磧
砂
版
ヲ
書
架
ヨ
リ
取
出
し
千
字
文
順
ニ
配

列
ス
、（
第
一
日
）
／

八
月
九
日
、
磧
砂
版
に
混
入
せ
る
元
版
の
抽
出
の
た
め
磧
砂
版

／
を
書
架
よ
り
取
出
し
千
字
文
順
に
配
列
す
、（
第
一
日
）
／

八
月
九
日　

磧
砂
版
ニ
混
入
セ
ル
元
版
ヲ
抽
出
ノ
タ
メ
磧
砂

版
ヲ
書
架
ヨ
リ
取
出
シ
／
千
字
文
順
ニ
配
列
ス
／

八
月
十
日
（
第
二
日
）
宋
版
整
理
配
列
第
二
日
．
宋
版
中
ニ

元
版
普
寧
寺
本
及
ひ
明
版
南
京
版
大
蔵
経
ガ
混
合
セ
リ
．
／

中
国
仏
教
後
援
会
弁
事
員
、
大
蔵
経
千
字
文
書
写
ヲ
委
託
ス
．

／

八
月
十
日　

宋
版
整
理
第
二
日
、
宋
版
中
よ
り
元
善
寧
寺
版
、

明
南
京
大
報
恩
寺
版
を
数
／
十
冊
抽
出
す
。
今
日
よ
り
崇
善

寺
中
国
仏
教
後
援
会
弁
事
員
を
動
か
し
て
蔵
経
千
字
文
／
を

書
か
し
む
。
／

八
月
十
日　

宋
版
中
ヨ
リ
元
普
寧
寺
版
．
明
南
京
大
報
恩
寺

版
ヲ
数
十
冊
抽
出
ス
／　

中
国
仏
教
後
援
会
弁
事
員
ニ
蔵
経

ノ
千
字
文
ノ
筆
耕
ヲ
依
頼
ス
／

八
月
十
一
日
（
第
三
日
）
宋
版
整
理
配
列
第
三
日
。
／

八
月
十
一
日
、
宋
版
整
列
第
三
日
、
前
日
は
全
く
元
版
を
発

見
す
。
宋
福
州
開
元
寺
本
大
蔵
経
／
零
本
数
冊
を
見
出
す
。

然
し
有
る
べ
き
東
禅
等
覚
院
本
未
だ
発
見
さ
れ
ず
。
／

八
月
十
一
日　

前
日
同
様
ニ
整
理
中
元
版
．
宋
福
州
開
元
寺

本
大
蔵
経
零
本
／
数
冊
ヲ
見
出
ス
．
然
シ
テ
東
禅
等
覚
院
本

未
タ
発
見
セ
ス
／

八
月
十
二
日
（
第
四
日
）
宋
版
整
理
配
列
．
第
四
日
。
／
午

後
明
南
蔵
残
欠
本
整
理
を
な
す
．
／

八
月
十
二
日
、
宋
版
整
列
第
四
日
、
一
応
配
置
を
終
り
、
午

後
明
南
京
版
大
蔵
経
に
カ
ー
ド
を
／
は
さ
み
整
理
を
終
る
。

明
南
蔵
は
零
本
な
る
も
万
暦
二
十
年
前
後
の
刻
本
な
り
。
／

八
月
十
二
日　

整
理
配
列
終
リ
テ
明
南
京
版
大
蔵
経
ノ
精
査

ヲ
開
始
ス　

此
ノ
経
ハ
／
萬
暦
二
十
年
前
後
ノ
印
本
ナ
リ
／

八
月
十
三
日
―
十
五
日　

佐
藤
中
尉
来
寺
慰
問
サ
ル
モ
、
不

在
ナ
リ
．
菊
地
元
版
目
録
製
作
．
西
本
願
寺
ニ
盂
蘭
盆
ノ
為

メ
ニ
休
ミ
ヲ
／

八
月
十
三
日
、
十
四
日
、
十
五
日
、
盂
蘭
盆
法
会
の
た
め

調
査
を
中
止
し
家
に
あ
り
て
／
宋
・
元
版
存
欠
目
録
の
復

﹇
マ
マ
﹈
写
を
な
す
。
／

八
月
十
三
日　

盂
蘭
盆
法
会
ノ
タ
メ
調
査
中
止
シ
テ
宿
舎
ニ

テ
宋
・
元
両
版
ノ
存
欠
／
目
録
ヲ
製
作
シ
其
ノ
復
（
マ
マ
）

写
ヲ
宮
崎
長
野
ノ
依
嘱
ス　

十
四
、十
五
日
同
様
／

八
月
十
六
日　

大
谷
大
学
道
端
教
授
来
寺
．
参
観
ア
リ
。
午

後
ハ
博
物
館
図
書
館
東
道
ス
／
（
昼
食
フ
ラ
ン
ス
料
理
）

八
月
十
六
日
、
抽
出
零
本
を
配
備
し
て
宋
版
大
蔵
経
の
カ
ー

ド
の
調
査
整
理
を
な
す
。
大
谷
大
学
道
端
良
秀
／
教
授
来
寺

大
蔵
経
参
観
、
道
端
教
授
の
指
導
を
仰
ぐ
。
／

八
月
十
六
日　

抽
出
セ
ル
元
・
宋
ノ
蔵
経
ヲ
精
査
シ
テ
抽
入

セ
リ
、
大
谷
大
学
道
端
／
良
秀
教
授
来
寺
ア
リ
テ
指
導
及
懇

談
シ
テ
研
究
セ
リ
／

八
月
十
七
日　

菊
地
宋
版
カ
ー
ド
調
査
．
小
川
元
版
刊
記
書

写
（
午
前
）
／

宋
版
書
架
整
納
（
第
一
日
）
／

八
月
十
七
日
、
元
版
刊
記
の
書
写
を
な
し
、
午
後
よ
り
宋
版

を
書
架
に
整
納
し
て
／
納
む
、（
第
一
日
）
／

八
月
十
七
日　

元
版
刊
記
ヲ
研
究
調
査
シ
、
宋
版
ヲ
書
架
ニ

納
ム
／

八
月
十
八
日　

宋
版
書
架
整
納
（
第
二
日
）
午
前
午
後
／
大

谷
大
学
道
端
教
授
来
寺
参
観
（
夕
食
英
椿
飯
店
三
人
会
食

ス
）．
高
原
機
関
ニ
ユ
キ
包
装
新
聞
紙
ヲ
持
参
サ
ル
．
／

八
月
十
八
日
、
宋
版
を
書
庫
に
納
む
、（
第
二
日
）
道
端
教
授

の
指
導
を
う
く
。
／
高
原
氏
機
関
よ
り
元
版
包
装
用
の
新
聞

紙
を
届
け
ら
る
／

八
月
十
八
日　

宋
版
ヲ
書
架
ニ
納
メ
終
リ
、
高
原
・
道
端
ノ
来

寺
ニ
ヨ
リ
テ
元
版
ノ
包
／
装
ニ
付
研
究
シ
新
聞
紙
ニ
テ
ト
云
事

ニ
定
マ
リ　

高
原
機
関
ヨ
リ
新
聞
紙
／
ヲ
受
領
シ
来
レ
リ
／



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
二
六

八
月
十
九
日　

宋
版
書
架
整
納
（
第
三
日
）
残
本
宋
元
本
別

書
架
ヨ
リ
発
見
ス
。
／
元
版
蔵
経
包
装
．
千
字
文
付
開
始
。

小
川
元
版
刊
記
筆
写
．
／

八
月
十
九
日
、
宋
版
を
書
架
に
納
む
（
第
三
日
）
午
後
別
の

書
架
よ
り
宋
・
元
版
大
蔵
経
零
本
を
／
数
十
冊
発
見
す
。
福

州
宋
版
大
蔵
経
の
零
本
中
に
／
華
厳
経
巻
第
二　

日
本
国
僧

慶
政
捨
／
と
刊
記
の
あ
る
一
帖
を
発
見
す
。
鎌
倉
時
代
に

（
南
宋
寧
宗
嘉
定
年
間
）
我
日
本
僧
慶
政
上
人
が
渡
海
し
て
／

福
建
に
大
蔵
経
を
求
め
た
と
き
旅
銭
を
喜
捨
し
て
板
木
を
補

／
刻
し
た
る
も
の
な
り
。
七
百
余
年
前
に
慶
政
上
人
喜
捨
の

刊
記
あ
る
福
州
版
大
蔵
経
は
僅
め
て
少
く
／
旧
西
山
法
華
寺

蔵
の
現
宮
内
省
図
書
寮
本
に
は
華
厳
経
巻
二
十
二
、
涅
槃
経

巻
三
十
三
に
／
あ
る
の
み
崇
善
寺
新
出
の
華
厳
経
巻
二
の
日

本
国
僧
慶
政
捨
の
刊
記
は
学
／
界
未
聞
の
も
の
に
し
て
日
華

仏
教
文
化
交
渉
史
上
の
貴
重
資
料
な
り
。
／

八
月
十
九
日　

別
ノ
書
架
ヨ
リ
宋
元
両
版
大
蔵
経
零
本
数
冊

発
見
ス
／　

福
州
宋
版
大
蔵
経
ノ
零
本
中
ニ
華
厳
経
巻
第
二

「
日
本
国
僧
慶
／
政
捨
」
ト
刊
記
ノ
ア
ル
一
帖
ヲ
発
見
ス
／

附
記----

鎌
倉
時
代
ニ
南
宋
寧
宗
嘉
定
年
間
我
日
本
僧
慶
政
上

人
／
ガ
渡
海
シ
テ
福
建
ニ
大
蔵
経
ヲ
求
メ
タ
ル
時
旅
費
ヲ
喜

捨
シ
テ
板
木
ヲ
／
補
刻
シ
タ
モ
ノ
ナ
リ
、
七
百
余
年
前
ニ
慶

政
上
人
喜
捨
ノ
刊
記
ア
ル
福
州
／
版
大
蔵
経
ハ
僅
メ
テ
少
ク

旧
西
山
法
華
寺
蔵
ノ
現
在
宮
内
省
図
書
／
寮
内
ニ
ハ
華
厳
経

巻
三
十
二
涅
槃
経
巻
三
十
三
ニ
ア
ル
ノ
ミ　

今
回
ノ
発
見
ハ

／
学
界
未
聞
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
日
華
仏
教
文
化
交
渉
史
上
ニ
貴

重
資
料
ナ
リ
／

八
月
二
十
日
、
菊
地
元
版
蔵
経
包
装　

千
字
文
付
、（
菊
地
）

小
川
元
版
刊
記
書
写
．
／
佐
藤
中
尉
来
寺
、
慰
問
サ
ル
．
小

川
宋
版
目
録
製
作
（
夜
）
／

八
月
二
十
日
、
今
日
よ
り
元
蔵
の
新
聞
紙
包
装
を
始
む
。
別

記
の
如
く
元
大
蔵
経
は
学
会
重
要
／
な
る
遺
物
な
れ
は
可
及

の
保
管
方
法
を
考
へ
、
種
々
対
策
を
構
じ
た
る
に
経
費
の
都

／
合
に
て
遂
に
紙
魚
、
塵
埃
、
散
佚
を
防
く
意
よ
り
新
聞
紙

を
用
ふ
。
／
佐
藤
機
員
の
慰
問
あ
り
。
／

八
月
二
十
日　

元
版
大
蔵
経
ヲ
新
聞
紙
包
装
ヲ
始
ム
、
別
記

ノ
如
ク
元
版
大
蔵
経
ハ
学
／
界
ニ
貴
重
ナ
ル
遺
物
ナ
レ
バ
可

及
ノ
保
管
ノ
保
管
方
法
ヲ
考
ヘ
、
各
種
都
合
上
散
逸
ヲ
／
防

グ
タ
メ
ニ
包
装
ヲ
初
ム　

佐
藤
機
員
ノ
激
励
ヲ
受
ク
／

八
月
二
十
一
日
、
小
川
元
版
刊
記
書
写
．
菊
池
元
版
包
装
．

／
午
後
、
巻
端
、
道
端
両
氏
来
寺
．
夕
食
菊
地
、
本
願
寺
慰

安
会
食
ス
／
金
刻
華
厳
経
発
見
す
．
／

八
月
二
十
一
日
、
元
版
包
装
第
二
日
、
菊
地
終
日
糊
に
ま
み

れ
て
包
装
に
か
ゝ
る
。
／
小
川
は
元
版
刊
記
書
写
に
一
日

を
つ
い
や
す
、
巻
端
氏
来
寺
参
観
、
／
道
端
教
授
指
導
、
金

刻
華
厳
経
を
十
数
冊
発
見
す
。
／
黄
紙
折
本
な
る
も
元
来
巻

子
本
に
し
て
北
宋
神
宗
よ
り
金
の
皇
統
泰
和
の
刊
記
を
有
し

六
百
六
十
年
前
に
な
る
学
界
貴
重
本
な
り
。
北
宋
官
版
遼
金

大
蔵
と
同
じ
く
十
五
行
字
詰
で
そ
の
覆
刻
に
非
ざ
る
か
と
思

は
る
。

八
月
二
十
一
日　

巻
端
氏
来
寺
参
観
、
金
刻
華
厳
経
十
冊
発

見
ス
、
道
端
教
授
指
導
受
ク
／　

附
記----

金
刻
華
厳
経
ハ
黄
紙
折
本
ナ
ル
モ
元
来
巻
子
本

ニ
シ
テ
北
宋
神
宗
ヨ
リ
金
ノ
／
皇
統
泰
和
ノ
刊
記
ヲ
有
シ

六
百
六
十
余
年
前
ニ
ナ
ル
学
界
ノ
貴
重
ナ
ル
資
料
／
ナ
リ
、

北
宋
官
版
遼
金
大
蔵
経
ト
同
ジ
ク
十
五
行
字
詰
デ
其
ノ
覆
刻

ニ
非
サ
／
ル
カ
ト
思
ハ
ル
／

八
月
二
十
二
日
、
元
版
包
装
．（
二
百
十
五----

三
二
〇
）
ブ
ド

ウ
酒
、
一
本
、（
菊
地
）
／

晴

○

道
端
氏
来
寺
．
高
原
先
生
ヨ
リ
茶
菓
ノ
応
待
ヲ
ウ
ク
．
／

八
月
二
十
二
日
、
元
版
包
装
第
三
日
、
二
人
し
て
終
日
包
装

す
る
も
百
帙
余
に
て
夕
刻
と
な
る
／
道
端
教
授
指
導
、
高
原

氏
よ
り
茶
菓
の
応
待
を
う
く
。
／

八
月
二
十
二
日　

元
版
大
蔵
経
ノ
書
架
ヲ
フ
マ
キ
ー
ユ
ラ
ニ
テ

消
毒
ス
、
元
版
ノ
包
装
ス
／　

元
延
祐
二
年
福
建
．
建
陽
版

毘
盧
大
蔵
経
ノ
大
方
廣
佛
華
厳
経
巻
二
十
八
／
ヲ
発
見
ス
／

附
記----

元
建
陽
版
ノ
経
ハ
従
来
大
般
若
経
大
宝
積
経
ノ
ミ
ト

サ
レ
シ
モ
、
今
／
回
ノ
華
厳
経
ノ
発
見
ニ
ヨ
リ
更
ニ
一
ツ
ヲ

加
フ
ニ
至
レ
リ
／



【
特
別
調
査
報
告
】
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」　

調
査
報
告
（
一
）

一
二
七

八
月
二
十
三
日
、
晴

○

午
前
八
時
道
端
、
菊
地
、
野
中
諸
兄

共
ニ
晋
詞
鎮
・
七
月
大
会
見
学
ノ
為
メ
、
元
蔵
包
装
／
ヲ
中

止
シ
一
日
ノ
情
遊
ヲ
ナ
ス
．
部
隊
慰
問
（
五
・
〇
〇
）、
昼
食

（
四
・
〇
〇
）
道
端
先
生
支
払
、
／

八
月
二
十
三
日
、
元
版
包
装
第
四
日
、
一
日
頑
張
つ
て
も
意

の
如
く
進
ま
ず
蝿
が
多
く
て
フ
マ
キ
／
ラ
を
散
布
し
て
頑
張

る
、
／

八
月
二
十
三
日　

元
版
大
蔵
経
包
装
セ
ル
モ
意
ノ
如
ク
進
マ

ズ
／

八
月
二
十
四
日
、
元
版
包
装
．
新
郷
・
藤
井
両
氏
深
尾
主
任

来
寺
参
観
／
三
二
〇----
五
〇
〇
帙
）
／

八
月
二
十
四
日
、
元
版
包
装
第
五
日
、
午
後
東
本
願
寺
開
教

監
督
新
郷
氏
一
行
、
深
尾
図
／
書
館
博
物
館
主
任
来
寺
参
観
、

種
々
会
談
す
。
／

八
月
二
十
四
日　

元
版
大
蔵
経
包
装
ヲ
進
マ
シ
ム
、
東
本
願

寺
開
教
監
督
新
郷
氏
一
行
／
深
尾
図
書
館
博
物
館
主
任
参
観

ニ
来
ル
／

八
月
二
十
五
日　

元
版
包
装
完
了
．
元
蔵
ヲ
経
庫
ニ
収
ム
．

正
午
ヨ
リ
特
別
資
料
経
典
／
ヲ
写
真
シ
．
道
端
教
授
来
寺
．

小
川
目
録
書
写
．
／

八
月
二
十
五
日
、
元
版
包
装
第
六
日
、
今
日
で
包
装
を
終
る
。

正
午
道
端
教
授
指
導
の
下
に
貴
重
／
仏
典
を
写
真
に
撮
る
、

学
界
未
聞
の
仏
典
を
試
写
す
、
／

八
月
二
十
五
日　

元
版
宋
版
其
ノ
他
貴
重
ナ
ル
仏
典
ヲ
道
端

教
授
ノ
指
導
ノ
下
ニ
／
撮
影
ヲ
行
フ
／

八
月
二
十
六
日　

午
前
菊
地
、
小
川
特
務
機
関
出
頭
中
間
報

告
．
午
後
包
装
セ
シ
モ
ノ
ヲ
書
庫
ニ
／
収
ム
／

八
月
二
十
六
日
、
午
前
菊
地
、
小
川
省
特
務
機
関
に
中
間
報
告

の
た
め
出
頭
す
。
午
後
包
装
／
せ
る
元
版
を
書
架
に
納
む
。
／

八
月
二
十
六
日　

特
機
ニ
中
間
報
告
ノ
出
頭
ス
、
午
后
元
版

大
蔵
経
ヲ
書
架
ニ
／
納
ム
／

八
月
二
十
七
日　

午
前
休
．
午
後
崇
善
寺
ニ
テ
刊
記
書
写
．

写
真
屋
ニ
ユ
ク
．
／

八
月
二
十
七
日
、
終
日
包
装
し
た
元
版
大
蔵
経
を
書
架
に
納

め
終
る
。
蔵
外
仏
典
の
調
／
査
を
な
し
、
そ
の
刊
記
を
書
写

す
。
元
至
正
二
十
五
年
版
華
厳
経
三
十
余
帖
を
発
／
見
す
。

一
紙
二
十
五
行
十
五
字
詰
に
し
て
磧
砂
版
元
普
寧
寺
版
本
と

異
る
。
然
し
磧
砂
版
／
こ
の
こ
至
正
二
十
五
年
本
を
以
て
、

補
充
し
同
一
装
禎
を
な
せ
る
よ
り
崇
善
寺
所
蔵
／
磧
砂
版
の

印
刷
年
代
は
元
末
か
明
初
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
先
年
西
安

臥
龍
／
寺
開
元
寺
発
見
の
磧
砂
版
よ
り
印
刷
年
代
は
下
る
も

の
と
考
へ
る
。
／

八
月
二
十
七
日　

蔵
外
仏
典
ノ
調
査
ヲ
ナ
シ
、
刊
記
ヲ
精
調

シ
、
元
至
正
二
十
／
五
年
版
華
厳
経
三
十
余
帖
ヲ
発
見
ス　

一
紙
二
十
五
行
十
五
字
詰
ニ
シ
テ
／
磧
砂
版
元
普
寧
寺
版
本

ト
異
ナ
ル
、
然
シ
磧
砂
版
ニ
ハ
此
ノ
至
正
二
／
十
五
年
本
ヲ

以
テ
補
充
シ
同
一
装
禎
ヲ
ナ
セ
ル
ヨ
リ
崇
善
寺
所
蔵
／
磧
砂

版
ノ
印
刷
年
代
ハ
元
末
カ
明
初
ニ
ナ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、
先
年

西
安
臥
龍
／
寺
開
元
寺
発
見
ノ
磧
砂
版
ヨ
リ
印
刷
年
代
ハ
下

ル
モ
ノ
ト
考
ヘ
ル
／

八
月
二
十
八
日　

目
録
復
写
製
作（
於
西
本
願
寺
婦
人
会
館
）／

（
※
最
終
ペ
ー
ジ
は
計
算
メ
モ
の
た
め
割
愛
）

八
月
二
十
八
日
―
九
月
三
日
／

元
版
宋
版
其
ノ
他
ノ
仏
典
調
査
セ
シ
整
理
報
告
書
製
作
／
ノ

タ
メ
西
本
願
寺
ニ
於
テ
事
務
ヲ
ナ
セ
リ
／

（
※
以
上
は
カ
ー
ボ
ン
コ
ピ
ー
、
菊
地
宣
正
筆
カ
）

八
月
二
十
九
日　

目
録
復
写
（
於
西
本
願
寺
幼
稚
園
）
活

○

／

八
月
三
十
日
、
目
録
復
写
、（
於
西
本
願
寺
幼
稚
園
）
／



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
二
八

太
原
崇
善
寺
所
蔵
磧
砂
延
聖
院
版
大
蔵
経
概
説
／

一
、
該
大
蔵
経
部
帙
巻
数
／

　
　
　
　

自
天
字
函
至
煩
字
函　
　
　
　
　

五
百
九
十
一
帙
／

　
　
　
　

一
千
五
百
二
十
一
部　
　
　
　

六
千
参
百
拾
巻
／

　

崇
善
寺　

現
存
冊
数　
　
　
　

四
千
八
百
二
十
九
帖
／

　
　
　
　
　

散
佚
冊
数　
　
　
　
　
　
　
　

九
百
零
六
帖
／

二
、
磧
砂
延
聖
禅
院
大
蔵
経
局
／

元
僧
円
至
ノ
撰
文
ニ
ナ
ル
平
江
府
陳
東
府
陳
湖
延
聖
院
記
ニ

拠
レ
バ
該
禅
院
ハ
南
宋
ノ
孝
宗
／
乾
道
八
年
僧
寂
堂
ノ
創
建

ニ
係
リ
、
大
蔵
経
局
ハ
院
ノ
北
坊
ニ
ア
ツ
タ
、
理
宗
ノ
紹
定

／
年
間
ニ
コ
ノ
大
蔵
経
局
ガ
開
設
サ
レ
テ
刻
経
印
刷
事
業
ヲ

始
メ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
其
後
二
十
余
／
年
ヲ
経
テ
宝
祐
六
年
ニ

大
火
ア
リ
テ
延
聖
禅
院
ハ
懺
堂
ト
寂
堂
和
尚
ノ
塔
ヲ
除
キ
他

／
ハ
悉
ク
烏
有
ニ
帰
シ
大
蔵
経
ノ
雕
印
事
業
ハ
全
ク
頓
座
シ

開
慶
、
景
定
ノ
四
・
五
年
／
間
ハ
ソ
ノ
活
動
ヲ
見
ル
コ
ト
ガ
出

来
ナ
カ
ツ
タ
、
コ
ノ
大
火
ニ
以
前
ニ
刻
ン
ダ
経
板
ガ
多
少
類

焼
ヲ
／
見
タ
カ
モ
知
レ
ナ
イ
ガ
、
大
多
数
ハ
ソ
ノ
難
ヲ
マ
ヌ

ガ
レ
テ
景
定
五
年
ニ
至
リ
再
ビ
刻
経
事
業
／
ガ
復
興
シ
度
宗

ノ
咸
淳
年
間
ハ
華
々
シ
イ
活
動
ヲ
見
タ
ノ
デ
ア
ル
、
然
ル
ニ

南
宋
末
元
初
ノ
兵
／
乱
ニ
禍
ヲ
受
ケ
再
度
ノ
事
業
中
止
ノ
ヤ

ム
ナ
キ
ニ
至
ツ
タ
、
元
成
宗
ノ
大
徳
年
間
ニ
至
リ
再
興
ノ
／

緒
ニ
就
キ
雕
版
刻
経
ノ
事
業
モ
盛
ン
ト
ナ
リ
殊
ニ
松
江
府
僧

録
管
主
八
ノ
後
援
ヲ
受
ケ
／
中
統
鈔
弐
佰
錠
ノ
施
入
ニ
ヨ
リ

一
年
ナ
ラ
ズ
シ
テ
未
完
成
経
典
一
千
有
余
巻
ノ
雕
印
ヲ
ナ
シ

／
至
大
、
延
祐
、
至
治
年
間
ニ
及
ン
デ
全
蔵
ノ
完
雕
ヲ
見
タ

ノ
デ
ア
ル
、
／

三
、
該
大
蔵
経
局
ノ
組
織
制
度
／

上
述
ノ
如
ク
磧
砂
版
大
蔵
経
ハ
南
宋
ノ
理
宗
、
度
宗
ノ
時

代
紹
定
、
嘉
熙
、
淳
祐
、
宝
祐
／
景
定
咸
淳
ニ
至
ル
約

二
十
五
ヶ
年
ト
元
ノ
成
宗
武
宗
、
仁
宗
英
宗
ノ
時
代
即
チ
大

徳
／
至
大
、
皇
慶
、
延
祐
、
至
治
ノ
二
十
五
ヶ
年
、
併
セ
テ

宋
元
両
代
五
十
年
間
ニ
ナ
ル
木
版
印
刷
／
大
蔵
経
デ
ア
ル
ガ
、

ソ
ノ
刻
経
処
ト
ナ
ツ
タ
大
蔵
経
局
ハ
極
メ
テ
完
備
セ
ル
系
統

組
織
ヲ
以
／
テ
ナ
サ
レ
タ
ノ
デ
ア
ル
、
刻
経
処
ヲ
主
管
ス
ル

管
局
僧
、
提
調
僧
ノ
下
ニ
勧
縁
僧
、
勧
縁
道
／
者
、
都
勧
縁

者
ガ
平
江
府
、
嘉
興
府
下
ノ
各
地
有
縁
者
ヲ
教
化
募
財
シ
、

経
刻
処
デ
ハ
／
板
下
ノ
書
写
経
典
ノ
文
字
ノ
異
同
ヲ
正
ス
対

挿
図　
「
昭
和
十
六
年
八
月
太
原
崇
善
寺
所
蔵
宋
元
両
大
蔵
経
存
欠
調
査
報
告
書
」　

第
２
紙
〜
第
11
紙



【
特
別
調
査
報
告
】
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」　

調
査
報
告
（
一
）

一
二
九

経
僧
、
点
様
僧
ヲ
置
キ
、
刻
経
ニ
ハ
幹
雕
大
蔵
／
経
僧
、
幹

開
経
僧
、
幹
刊
（
雕
）
経
板
僧
ガ
管
理
指
揮
ヲ
ナ
シ
タ
ノ
デ

ア
ル
、
／

四
、
該
蔵
端
平
目
録
ト
実
際
刊
経
／

該
蔵
ニ
ハ
端
平
元
年
ニ
ナ
ル
平
江
府
磧
砂
延
聖
禅
院
新
雕
大

蔵
経
律
論
等
目
録
二
巻
／
ガ
ア
ル
、
コ
レ
ハ
該
蔵
開
雕
後
四

年
ニ
ナ
ル
大
蔵
経
刊
行
予
定
目
録
ニ
シ
テ
、
南
宋
ノ
思
渓
／

円
覚
禅
院
版
大
蔵
経
目
録
ヲ
覆
刻
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
現

存
ノ
崇
善
寺
蔵
磧
砂
蔵
経
／
ハ
所
収
経
典
ト
函
帙
ノ
相
異
ア

リ
、
実
際
ハ
予
定
ノ
合
字
函
五
百
四
十
八
帙
ヨ
リ
モ
四
十
三

帙
／
秘
密
経
律
論
数
百
巻
ダ
ケ
ノ
増
加
ヲ
ミ
テ
ヰ
ル
、
コ
レ

ハ
松
江
府
僧
録
管
主
八
ガ
江
南
ノ
福
／
州
ニ
大
蔵
経
、
思
渓

版
大
蔵
経
、
元
普
寧
寺
版
大
蔵
経
、
及
ビ
該
磧
砂
版
大
蔵
経

ニ
ハ
江
／
北
ニ
伝
ハ
ル
北
宋
官
版
、
遼
版
、
金
版
、
元
大
都

弘
法
寺
版
等
ノ
大
蔵
経
ニ
比
シ
テ
秘
蜜
／
経
律
論
教
典
ヲ
欠

ク
為
メ
ニ
大
都
（
北
京
）
ノ
弘
法
寺
ノ
秘
蜜
経
典
数
百
巻
ヲ

ト
リ
テ
杭
／
州
路
ニ
刻
板
シ
タ
、
コ
レ
ハ
大
徳
十
、十
一
年

頃
ノ
コ
ト
デ
、
各
地
ノ
大
蔵
経
ニ
ソ
ノ
印
経
ヲ
施
入
シ
タ
／

ノ
デ
ア
ル
、
現
ニ
崇
善
寺
ニ
ハ
「
前
松
江
府
僧
録
管
主
八
装

印
捨
入
、
五
台
山
菩
薩
院
永
／
充
常
住
流
通
」
ト
押
印
ス
ル

仏
説
如
来
不
可
思
議
秘
密
大
乗
経
ガ
数
帖
発
見
シ
／
タ
、
杭

州
路
ニ
ア
ツ
タ
秘
密
部
数
百
巻
ノ
板
木
ハ
管
主
八
ノ
歿
後
ニ

ソ
ノ
子
管
輦
其
吃
刺
／
ニ
ヨ
リ
磧
砂
延
聖
院
ニ
施
入
サ
レ
タ
、

時
ニ
至
正
二
十
三
年
二
月
ノ
コ
ト
デ
コ
レ
ニ
依
リ
磧
砂
延
聖

院
／
大
蔵
経
版
ハ
五
百
九
十
一
帙
煩
字
函
天
目
中
峰
和
尚
広

録
ニ
至
ル
全
蔵
板
木
ガ
完
備
シ
／
タ
ノ
デ
ア
ル
、
／

五
、
崇
善
寺
蔵
印
刷
年
代
／

磧
砂
版
大
蔵
経
ハ
我
日
本
ニ
伝
存
セ
ズ
学
界
待
望
ノ
稀
観
仏

典
デ
ア
ル
、
先
年
西
安
ノ
臥
／
龍
寺
開
元
寺
発
見
ノ
磧
砂
版

大
蔵
経
ハ
上
海
ニ
於
テ
影
印
ヲ
見
タ
コ
ト
ハ
悉
知
ノ
コ
ト
デ

ア
ル
、
／
ソ
ノ
印
刷
年
代
ハ
一
ハ
元
代
ニ
シ
テ
、
他
ハ
明
洪

武
二
十
三
年
印
刷
蔵
デ
ア
ル
、
今
崇
善
寺
蔵
／
木
（
マ
マ
）

ト
影
印
本
ト
比
較
ス
ル
ニ
影
印
本
ニ
ア
リ
テ
コ
レ
ニ
無
キ
経

板
少
ナ
カ
ラ
ズ
。
印
刷
年
次
ハ
更
ニ
西
／
安
ニ
蔵
本
ニ
下
ル

モ
ノ
ト
思
フ
、
秘
密
部
経
典
ヲ
完
備
ス
ル
カ
ラ
至
正
二
十
三

年
以
降
ノ
モ
ノ
デ
／
ソ
ノ
紙
質
、
及
ビ
印
刷
ノ
鮮
明
ノ
程
度

ハ
他
ノ
宋
元
版
ト
全
ク
趣
ヲ
異
ニ
シ
刊
記
ヲ
見
ザ
ル
ト
キ
ハ



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
三
〇

直
／
感
シ
テ
明
版
ナ
リ
ト
判
ゼ
ラ
ル
、
該
蔵
経
中
ノ
大
般
若

経
、
華
厳
経
等
ハ
元
来
磧
砂
版
ニ
非
ズ
／
前
者
ハ
至
正
九

年
ニ
刊
雕
セ
ル
四
大
部
経
典
本
ニ
テ
補
ヒ
、
後
者
ハ
至
正

二
十
五
、六
年
刊
本
／
（
毎
行
十
五
字
詰
）
ヲ
以
テ
補
充
シ
タ

レ
バ
崇
善
寺
磧
砂
版
ノ
印
刷
年
次
ハ
元
末
明
初
洪
武
年
代
ト

思
フ
、
／

六
、
結
語
／

日
本
ニ
伝
存
セ
ザ
ル
磧
（
マ
マ
）
版
大
蔵
経
ハ
世
界
ノ
稀
観

本
ト
シ
テ
散
佚
ヲ
防
キ
永
ク
保
管
サ
ル
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
ル
、

／太
原
崇
善
寺
所
蔵
元
普
寧
寺
版
大
蔵
経
概
説
／

一
、
該
大
蔵
経
部
帙
巻
数
／

　
　
　
　

自
天
字
函
至
感
字
函　
　
　
　

五
百
五
十
八
帙
／

　
　
　
　

一
千
四
百
二
十
二
部　
　
　

六
千
零
十
巻
／

崇
善
寺　

現
存
冊
数　
　
　
　

四
千
二
百
三
十
二
帖
、
／

　
　
　
　

散
佚
冊
数　
　
　
　

一
千
二
百
二
十
五
帖
、
／

武
字
函
至
尊
字
函　

二
十
八
帙　

秘
密
経
律
論　

未
収
、
／

約
字
函　

白
雲
和
尚　

初
学
記
正
行
集　

未
収
、
／

二
、
南
山
大
普
寧
寺
大
蔵
経
局
／

葉
恭
綽
ノ
歴
代
蔵
経
考
略
ニ
ハ
該
元
版
ハ
杭
州
路
餘
杭
県
南

山
大
普
寧
寺
ニ
於
テ
／
道
安
、
如
一
、
崇
喜
、
如
賢
等
ニ
ヨ

リ
元
ノ
至
元
六
年
ヨ
リ
至
元
二
十
二
年
マ
デ
十
七
ヶ
年
／
ニ

雕
板
セ
ル
コ
ト
ヲ
記
載
ス
、
コ
ノ
所
説
ニ
就
イ
テ
崇
善
寺
蔵

該
大
蔵
経
ノ
実
地
調
査
研
／
究
ノ
結
果
ヲ
二
、三
概
観
セ
ン
ト

ス
、
大
蔵
経
局
ノ
ア
リ
シ
南
山
大
普
寧
寺
ハ
南
宋
元
代
／
ニ

江
浙
地
方
ニ
流
行
セ
ル
白
雲
宗
ノ
一
大
寺
院
ニ
シ
テ
、
江
蘇
、

浙
江
ノ
各
地
ノ
民
間
信
仰
／
ヲ
ア
ツ
メ
タ
ル
コ
ノ
白
雲
道
場

ヲ
中
心
ニ
ソ
ノ
信
仰
ヨ
リ
コ
ノ
大
蔵
経
ノ
出
版
ヲ
見
タ
モ
ノ

ト
信
／
ズ
、
各
経
ニ
付
ス
刊
記
ニ
ヨ
リ
開
雕
年
代
ヲ
考
フ
ル

ニ
元
ノ
至
元
六
年
ヨ
リ
至
元
十
四
年
ニ
至
ル
九
ヶ
／
年
間
ニ

開
雕
セ
ル
刊
記
一
ト
シ
テ
ナ
シ
、
悉
ク
ガ
至
元
十
五
年
ヨ
リ

至
元
二
十
六
年
マ
デ
ノ
十
二
／
ヶ
年
ノ
間
ニ
ナ
ル
刊
記
許
リ

デ
ア
ル
、
従
ツ
テ
葉
恭
綽
ノ
所
説
ニ
符
合
セ
ズ
、
開
雕
、
終

雕
／
ハ
共
ニ
十
二
年
後
ト
ナ
ル
、
／

至
元
十
五
年
ヨ
リ
二
十
六
年
ニ
至
ル
十
二
ヶ
年
間
ノ
年
号
ア

ル
刊
記
ハ
約
二
百
ニ
ノ
ボ
リ
、
其
／
間
ニ
該
大
蔵
経
ノ
出
版



【
特
別
調
査
報
告
】
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」　

調
査
報
告
（
一
）

一
三
一

ニ
関
係
セ
ル
南
山
普
寧
寺
ノ
住
持
名
ハ
次
ノ
如
ク
デ
ア
ル
、

／
　
　
　
　

僧
録
慧
照
大
師　

 

道
安　
　

  

至
元
十
五
年
―
至
元

十
八
年
三
月
、
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
一　
　

  

至
元
十
八
年
四
月
―

至
元
二
十
年
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
志　
　

  

至
元
二
十
一
年
―
至

元
二
十
二
年
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
賢　
　

  

至
元
二
十
三
年
十
一

月
―
至
元
二
十
六
年

正
月
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
隠　
　

  

至
元
二
十
六
年
十
二

月
／

三
、
該
大
蔵
経
雕
板
状
態
、
／

該
大
蔵
経
開
雕
印
行
ニ
関
ス
ル
経
局
ノ
組
織
制
度
ハ
詳
デ
ナ

ク
、
僅
カ
ニ
、
主
局
、
簿
／
首
、
点
勘
提
調
ノ
職
制
ヲ
知

ル
ノ
ミ
デ
ア
ル
、
主
局
僧
ハ
該
大
蔵
経
刊
行
ノ
取
締
役
デ

至
／
元
十
六
年
頃
ノ
主
局
僧
ハ
如
通
ガ
コ
レ
ヲ
ナ
シ
、
至
元

二
十
四
年
頃
ハ
妙
堅
ガ
主
局
／
僧
デ
ア
ツ
タ
、
如
隆
ガ
簿
首

ヲ
ヤ
リ
、
明
堅
ガ
提
調
ト
ナ
リ
妙
性
ガ
点
勘
ノ
役
ヲ
勤
メ
テ

ヰ
ル
、
／
以
上
ノ
外
記
録
ニ
見
ル
普
寧
寺
僧
名
ハ
如
雅
、
如

甄
、
如
俊
、
明
実
、
明
瑞
、
明
亮
等
／
デ
ア
ル
。
是
等
ハ
殆

ン
ド
大
蔵
経
局
ノ
実
際
事
務
ニ
ア
タ
ツ
タ
僧
ナ
ル
ガ
、
ソ
ノ

出
版
財
／
源
ヲ
求
メ
テ
江
蘇
、
浙
江
各
地
ヲ
勧
化
募
財
シ
タ

ル
勧
縁
僧
ノ
存
在
ハ
云
フ
マ
デ
モ
／
ナ
イ
、
自
分
ハ
該
大
蔵

経
ハ
白
雲
宗
信
仰
ノ
一
大
結
唱
ト
考
ヘ
ル
ガ
、
各
経
ニ
付
ス

刊
記
／
ヨ
リ
ソ
ノ
募
財
ノ
地
理
的
範
囲
ヲ
知
リ
白
雲
宗
信
仰

ノ
分
布
状
況
ヲ
知
ル
唯
一
ノ
資
料
／
ト
シ
テ
再
考
ヲ
要
ス
ル

モ
ノ
ト
思
フ
。
殊
ニ
仏
教
文
化
ノ
一
大
叢
書
デ
ア
ル
大
蔵
経

ガ
今
ヲ
／
去
ル
六
百
数
十
年
前
幾
許
ノ
経
費
ニ
ヨ
リ
テ
完
成

ヲ
見
タ
カ
ハ
元
代
ノ
社
会
経
済
史
ト
関
連
シ
／
テ
注
意
ス
ベ

キ
コ
ト
デ
ア
ル
。
至
元
十
五
、六
年
頃
江
浙
（
マ
マ
）
地
方

ノ
米
価
ハ
米
一
碩
ガ
一
貫
文
デ
年
／
次
ノ
下
ル
ニ
ツ
レ
テ

騰
貴
シ
テ
ヰ
ル
、
又
銀
一
両
ハ
一
貫
四
百
文
程
度
デ
ア
ツ

タ
、
今
崇
善
寺
本
元
／
版
ノ
刊
記
ニ
ヨ
リ
一
帖
ノ
木
板
代

ト
刻
字
料
ハ
至
元
十
五
年
頃
ハ
米
十
二
碩
、
十
六
年
ハ
十

碩
、
／
乃
至
十
五
碩
、
十
七
年
ハ
十
四
碩
デ
ア
ツ
タ
、
経
典



同
朋
大
学
佛
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文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

一
三
二

一
帖
ノ
平
均
経
費
ハ
十
二
、三
碩
デ
コ
／
レ
ヲ
元
大
蔵
経
全

五
千
四
百
五
十
七
帖
ヲ
完
成
ス
ル
ニ
ハ
約
七
万
碩
、
年
々
ノ

物
価
騰
貴
ト
其
／
他
ノ
雑
費
ヲ
併
セ
テ
約
十
万
貫
文
ヲ
要
シ
、

銀
ニ
換
算
シ
テ
約
七
万
両
ヲ
必
要
ト
シ
タ
／
ト
考
ヘ
ル
。
斯

ル
募
大
ナ
資
金
ガ
大
檀
越
ノ
巨
額
ノ
寄
進
ヲ
仰
グ
コ
ト
ナ
ク

零
細
ナ
民
衆
／
ノ
喜
捨
ニ
依
リ
テ
完
成
シ
タ
コ
ト
ハ
実
ニ
尊

キ
大
衆
ノ
仏
教
信
仰
ノ
賜
物
デ
ア
ル
、
／

四
、
元
蔵
目
録
ト
崇
善
寺
蔵
経
ノ
実
際
、
／

普
寧
寺
版
大
蔵
経
目
録
ハ
元
ノ
大
徳
三
年
臈
月
吉
日
比
丘
如

瑩
序
文
ヲ
モ
ツ
杭
州
／
路
餘
杭
県
白
雲
宗
南
山
大
普
寧
寺
大

蔵
経
目
録
四
巻
ア
リ
、
現
ニ
日
本
芝
増
上
寺
／
ノ
所
蔵
ニ
係

ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、
今
時
崇
寧
寺
ノ
元
版
存
欠
目
録
ノ
作
製
ニ

モ
全
ク
コ
レ
ニ
基
キ
／
テ
ナ
セ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、
今
四
巻
本

目
録
ト
崇
善
寺
元
蔵
ヲ
比
較
ス
ル
ニ
天
字
函
ヨ
リ
感
字
／
函

ニ
至
ル
五
百
五
十
八
函
ハ
多
少
ノ
欠
本
ハ
ア
ル
モ
目
録
ニ
符

合
ス
、
然
シ
武
字
函
ヨ
リ
尊
／
字
函
ニ
至
ル
管
主
八
追
雕
ノ

秘
密
経
典
二
十
八
函
ト
和
尚
初
学
記
、
正
行
集
六
字
ノ
約
字

／
函
ヲ
欠
イ
テ
ヰ
ル
、
／

五
、
崇
善
寺
蔵
印
刷
年
代
／

崇
善
寺
所
蔵
元
版
大
蔵
経
ハ
印
刷
年
次
ヨ
リ
見
ル
ト
キ
ハ
二

種
合
成
ノ
モ
ノ
ト
考
ヘ
ラ
ル
、
／
其
一
ハ
至
元
三
十
年
七
月

大
元
国
大
都
居
住
ノ
行
泉
府
司
郷
張
遵
誨
夫
人
等
ガ
浄
／
財

ヲ
喜
捨
シ
テ
該
普
寧
寺
版
大
蔵
経
ヲ
印
造
シ
山
西
五
台
山
大

金
界
寺
ニ
／
施
入
シ
タ
ル
モ
ノ
、
他
ハ
大
徳
八
年
頃
ヨ
リ
至

大
年
中
ヲ
経
テ
皇
慶
二
年
ニ
至
ル
約
／
十
ヶ
年
ニ
山
西
、
異

寧
路
汾
州
ノ
西
河
県
、
介
休
県
、
孝
義
県
、
ノ
崇
仏
ノ
民
衆

ガ
／
零
細
ナ
ル
金
銭
ヲ
以
テ
施
経
ヲ
ナ
シ
タ
モ
ノ
デ
、
十
誦

律
毘
尼
巻
下
ノ
余
白
ニ
／

　
　
　
　

延
祐
元
年
二
月　

日
検
訖
／

ト
墨
記
セ
ル
ハ
斯
ル
施
経
ニ
ヨ
リ
全
蔵
ガ
整
備
シ
タ
時
ト
察

セ
ラ
ル
、
前
者
ノ
五
台
山
大
金
／
界
寺
施
入
大
蔵
経
本
ハ
該

蔵
経
版
完
雕
ノ
後
三
、四
年
ヲ
出
デ
ザ
レ
バ
印
刷
ノ
文
字
モ
／

摩
滅
ナ
ク
鮮
明
ニ
シ
テ
経
紙
モ
ヨ
ケ
レ
バ
、
崇
善
寺
蔵
ノ
宋

磧
砂
版
蔵
経
ニ
後
ル
コ
ト
数
等
／
ナ
リ
。
然
モ
コ
レ
ハ
大
徳

年
以
前
ナ
レ
バ
僧
録
管
主
八
ノ
秘
密
経
典
二
十
八
函
ヲ
含
有

セ
ザ
／
ル
ハ
勿
論
デ
ア
ル
、
後
者
ハ
前
者
ニ
比
シ
テ
十
数
年

後
ニ
シ
テ
秘
密
経
典
刊
行
後
ノ
／
印
刷
デ
ア
ル
モ
コ
レ
ヲ
含



【
特
別
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査
報
告
】
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」　

調
査
報
告
（
一
）

一
三
三

マ
ズ
、
ナ
ホ
コ
ノ
蔵
経
中
ニ
ハ
「
抱
腹
山
蔵
経
記
」
ト
陽
刻

セ
ル
／
朱
印
ア
リ
。
又
明
ノ
洪
武
年
間
ニ
抱
腹
山
ニ
於
イ
テ

僧
衆
ガ
看
経
シ
タ
ル
墨
記
／
ア
レ
バ
後
者
ハ
抱
腹
山
旧
蔵
ノ

大
蔵
経
デ
ア
ル
、
コ
レ
等
二
種
印
刷
時
ノ
大
蔵
経
ガ
何
時
／

合
成
一
蔵
ト
ナ
リ
、
太
原
崇
善
寺
ノ
所
蔵
ニ
帰
シ
タ
ル
カ
ハ

詳
カ
デ
ナ
イ
、
中
華
民
国
以
／
降
為
政
者
ノ
山
西
古
代
文
化

遺
物
ノ
太
原
蒐
集
ノ
意
図
ニ
依
ル
モ
ノ
ニ
非
ル
カ
、
／

六
、
崇
善
寺
元
版
大
蔵
経
ノ
価
値
、
／

宋
磧
砂
版
モ
元
普
寧
寺
版
モ
共
ニ
南
宋
ノ
思
渓
版
ニ
拠
ル
モ

ノ
デ
、
思
渓
版
ヲ
母
胎
ト
セ
／
ル
兄
ノ
磧
砂
版
弟
ノ
普
寧
寺

版
ト
断
言
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
、
コ
レ
ガ
参
考
ト
ナ
リ
補
欠

ノ
／
役
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ハ
福
州
東
禅
等
覚
院
本
ト
福
主
開
元
寺

本
ノ
宋
版
ニ
大
蔵
経
デ
ア
ツ
タ
、
／
更
ニ
元
版
ノ
尊
重
セ
ラ

ル
ゝ
所
以
ハ
宋
刻
ノ
福
州
思
渓
三
蔵
ニ
拠
ル
許
リ
デ
ナ
ク
誤

刻
ニ
依
ル
／
欠
陥
ヲ
杭
州
下
天
竺
寺
ニ
ア
ツ
タ
竹
堂
講
師
校

勘
ノ
古
写
本
ニ
ヨ
リ
テ
訂
正
シ
正
法
／
ノ
久
住
ヲ
志
シ
タ
コ

ト
デ
ア
ル
、
従
来
ノ
刻
本
大
蔵
経
ト
異
ル
点
ハ
識
語
ヲ
経
末

ニ
附
録
シ
テ
／
後
人
ノ
指
針
ト
ナ
シ
、
中
ニ
ハ
書
写
僧
、
校

勘
僧
ノ
名
ヲ
附
記
テ
ヰ
ル
、
例
ヘ
バ
摩
訶
般
／
若
経
十
巻
、

大
智
度
論
百
巻
、
涅
槃
経
三
十
巻
ハ
杭
州
奉
口
ニ
居
住
セ
ル

四
川
峨
嵋
山
国
／
泰
崇
聖
寺
ノ
伝
天
台
宗
教
比
丘
師
正
ガ
校

勘
ヲ
ナ
シ
、
瑜
伽
師
地
論
五
十
巻
ハ
／
杭
州
仙
林
寺
比
丘
慧

心
ガ
校
勘
ヲ
ナ
シ
、
宗
鏡
録
百
巻
ハ
径
山
興
聖
万
寿
寺
首
座

／
沙
門
慧
元
ト
天
台
比
丘
法
思
ガ
重
校
ヲ
ナ
シ
テ
ヰ
ル
、
厳

密
ナ
ル
校
勘
ヲ
経
タ
ル
大
蔵
経
／
ト
シ
テ
我
国
ニ
於
テ
ハ
明

治
以
来
ノ
各
種
印
刷
大
蔵
経
ニ
ハ
必
ズ
該
元
版
普
寧
／
寺
蔵

経
ヲ
校
合
ニ
採
用
シ
テ
ヰ
ル
ノ
デ
ア
ル
、
殊
ニ
崇
善
寺
本
元

大
蔵
経
ハ
完
雕
／
年
時
ヲ
以
ル
コ
ト
少
ク
而
モ
印
刷
年
次
ヲ

明
瞭
ニ
伝
セ
ヘ
、
刊
記
ニ
ハ
元
至
元
年
代
／
ニ
於
ケ
ル
江
蘇
、

浙
江
地
方
ノ
米
価
、
銅
銀
、
紙
幣
価
値
ヲ
知
ル
社
会
経
済
史

／
ノ
資
料
ト
シ
テ
珍
重
ス
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
ル
、
／

七
、
該
蔵
経
ノ
装
禎
ト
巻
首
説
法
図
、
／

仏
教
文
化
ノ
一
大
叢
書
タ
ル
大
蔵
経
ガ
書
写
流
伝
ノ
時
代
ヨ

リ
印
刷
伝
布
ノ
時
代
ニ
遷
ツ
／
タ
ノ
ハ
北
宋
ノ
初
、
西
暦
第

十
世
紀
ノ
末
葉
デ
ア
ル
、
ソ
レ
ヨ
リ
元
版
ノ
出
現
ニ
至
ル
マ

テ
ノ
三
／
百
年
間
ニ
八
、九
種
ノ
大
蔵
経
ガ
刊
行
サ
レ
、
様
式

ノ
上
カ
ラ
江
北
ト
江
南
ノ
両
系
ガ
分
レ
ル
／
ニ
至
ツ
タ
、
江



同
朋
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第
三
十
六
号

一
三
四

北
系
ノ
北
宋
官
版
、
遼
版
、
金
版
ハ
毎
行
十
四
、五
字
詰
一
紙

二
十
五
行
乃
／
至
三
十
行
ノ
巻
子
本
デ
ア
ル
、
江
南
系
ノ
福

州
二
蔵
、
思
渓
版
、
磧
砂
版
、
普
寧
寺
／
版
ハ
毎
行
十
七
字

詰
、
一
紙
三
十
行
、
梵
夾
本
即
チ
折
本
ノ
形
式
デ
毎
面
六
行

ト
／
シ
テ
一
紙
デ
五
頁
ト
ナ
ル
製
本
デ
ア
ル
。
磧
砂
版
ノ
装

禎
ハ
福
州
開
元
寺
本
ニ
似
テ
紺
紙
／
ヲ
以
テ
シ
、
普
寧
寺
版

ノ
ハ
思
渓
版
ノ
表
装
ニ
似
テ
黄
色
ノ
表
紙
ヲ
用
ヒ
、
各
帖
ハ

裏
／
表
紙
ヲ
包
ム
表
ノ
表
紙
ハ
帙
ヲ
兼
ネ
ル
形
式
ノ
モ
ノ
デ

ア
ル
、
／

大
蔵
経
ニ
扉
絵
ヲ
付
ス
ル
コ
ト
ハ
元
代
ニ
創
ル
ガ
、
崇
善
寺

蔵
普
寧
寺
版
大
蔵
経
／
ニ
ハ
実
ニ
見
事
ナ
絵
ヲ
付
ス
ル
モ
ノ

ガ
ア
ル
、
背
、
一
、
ノ
解
脱
道
論
巻
一
ノ
首
ニ
ハ
四
頁
大
ノ

／
釈
迦
説
法
図
ト
万
寿
殿
前
ノ
訳
経
若
ク
ハ
講
経
図
デ
ソ
ノ

傍
ニ
／

　
　
　

幹
縁
雕
大
蔵
経
板
白
雲
宗
主
慧
照
大
師
南
山
大
普
寧

寺
住
持
沙
門
道
安
／
功
徳
主
檐
八
師
父
金
剛
上
師
慈
願
弘
深

普
皈
摂
化
／

ノ
文
字
ヲ
刻
ミ
、
後
世
ノ
付
図
ニ
非
ザ
ル
コ
ト
ヲ
証
明
ス
。

又
邙
十
二
、
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
／
巻
第
十
二
ノ
釈
迦
説
法
図

中
ノ
聴
法
ノ
僧
形
像
ノ
傍
ニ
総
統
永
福
大
師
ト
刻
名
ス
／
コ

レ
ハ
至
元
十
六
年
ニ
仏
本
行
集
経
六
十
巻
ノ
刊
行
経
費
ヲ
施

入
セ
ル
宣
授
江
淮
諸
路
釈
／
経
部
都
総
摂
永
福
大
師
ノ
コ
ト

デ
ア
ル
コ
レ
マ
タ
元
版
ノ
モ
ツ
扉
絵
ノ
一
種
デ
ア
ル
、
是
等

／
扉
絵
ヲ
モ
ツ
元
版
経
典
ハ
崇
善
寺
元
蔵
ノ
重
復
本
ニ
シ
テ
、

本
蔵
中
ニ
ハ
一
モ
之
レ
ヲ
見
／
ズ
、
／

八
、
結
語
、
／

　

大
陸
ニ
於
テ
斯
ル
多
数
ノ
元
版
大
蔵
経
ノ
伝
存
ス
ル
処
ヲ

知
ラ
ズ
永
遠
ニ
保
管
サ
ル
ベ
キ
貴
重
書
也
、
／

（
※
以
上
は
カ
ー
ボ
ン
紙
の
１
枚
目
に
イ
ン
ク
書
、
貫
弌
筆
）
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蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」　

調
査
報
告
（
一
）

一
三
五

1912 明治45年3月1日 岐阜県各務原の西厳寺に生まれる 　　

1929
昭和4年3月 岐阜県立武義中学校を修了する

昭和4年4月 龍谷大学予科に入学する

1936 昭和11年3月 龍谷大学文学部仏教史学科を卒業する

1939

昭和14年3月 龍谷大学研究科中国仏教史学科を修了する

昭和14年4月 西本願寺興亜留学生として中華民国に派遣される
西本願寺立南京仏教学院主事として南京鳳山古林律寺に駐在
する

1941

昭和16年7 ～ 8月 山西省特務機関の依頼により五台山で調査を行う
五台山顕通寺で行われた日本人求法僧の慰霊祭に参加する
大同で雲崗石窟などを見学する
太原の崇善寺にて元時代の普寧寺版大蔵経を発見する
崇善寺発見の普寧寺版大蔵経を陸軍特務機関の支援を得て調
査する

昭和16年9月 経文の発見など、貫弌の五台山の調査成果が『朝日新聞』で
報じられる

1942
昭和17年3月 中国から帰国する

昭和17年4月 龍谷大学文学部の助手となり、中央仏教学院の嘱託講師を兼
任する

1944 昭和19年 西厳寺住職を継職する
龍谷大学専門部講師　兼　司事となる

1945 昭和20年6月 龍谷大学専門部教授　兼　司事となる

1946 昭和21年6月 龍谷大学予科講師を兼ねる

1948 昭和23年4月 龍谷大学司事を兼ねる（図書館勤務）

1949 昭和24年4月 龍谷大学助教授となる（新制大学移管）

1950 昭和25年4月 龍谷大学短期大学部講師を兼ねる

1959 昭和34年4月 龍谷大学教授となる

1960 昭和35年4月 中央仏教学院講師となる

1961
昭和36年4月 龍谷大学文学部教授となる（経済学部増設）

昭和36年11月 同朋大学で居士仏教について講演する

1964 昭和39年11月 大蔵会の50周年記念『大蔵会―成立と変遷』を執筆する

1968 昭和43年5月 龍谷大学図書館長となる

1973 昭和48年5月 『仏教文化史研究』を刊行する

1975 昭和50年4月 各務原市文化財審議会委員となる

1980 昭和55年3月 龍谷大学を退職し、名誉教授となる

2006 平成18年9月29日 死亡（享年94歳）

小川貫弌略年表



口絵二　　「崇善寺蔵経調査備忘録」

口絵一　　「崇善寺宋元大蔵経存欠調査と整理の為め特務機関の援助方申請の件」



口絵三　　「太原崇善寺所蔵 宋元版大蔵経存欠調査日記抄」

口絵四　　「山西省太原崇善寺所蔵 宋・元両大蔵経 存欠調査報告書」
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